
大学入学者選抜の転換のイメージ
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知識・技能 思考力・判断力・表現力 意欲・経験・多様性

センター試験

達成度テスト（基礎レベル）
小論文、プレゼンテーション、
集団討論、資格検定試験等

面接、推薦書、高校在学中の
活動歴、学修計画書等

面接、推薦書、高校在学中の
活動歴、学修計画書等

面接、推薦書等

○発展レベルの出題については、
内容を精選するとともに、活用力
型の設問を重視。

○国際バカロレア、アドバンスト・プ
レイスメント、TOEFL等の活用による
個別学力検査の代替の促進。

○小論文等で測定できる能力の明
確化、新たな評価手法の開発。

○丁寧な選抜を実施する大学への
財政支援。

○高校から大学への志願者に
関する情報提供の充実。

○様々な学習成果、活動歴を
評価する枠組みの整備。

○各種大会や顕彰制度の普及
拡大。

一般入試・推薦入試・ＡＯ入試の区分を見直し、入学者選抜全体
において、多面的・総合的に評価する総合型選抜へ抜本的に改革
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（事実上の学力不問）

○基礎レベルの出題科目について
は、基礎的・共通的な科目を設定。

○基本的な学力把握措置の実施
をルール化。

小論文、プレゼンテーション、
集団討論、資格検定試験等達成度テスト（発展レベル）

個別学力検査

個別学力検査
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